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大学は自分で選択した分野をより専門的，発展的に学ぶことができるのが魅力だが，その満

足度は必ずしも高いものとはいえない．現代の大学生には，将来を考え，見すえながら，授業

を受講する意味を見出せるように授業選択行動を支援することが必要だと考え，学生が自分の

ライフストーリーを作りながら，授業の履修計画の意味を再検討することを支援するソフトウ

ェアを開発した．学生８名が使用したシーンを記録したビデオとインタビューを分析した結果，

ストーリーを作りながら過去の自分の経験の意味を再発見したり，聞き手が学生の語りを引き

出しやすくなり，履修計画の再検討につながるといった効果が得られることが示唆された．  
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1. はじめに 
高校までと違い，大学では自分で選択した分野をよ

り専門的，発展的に学べるのが魅力である．学生生活

の重点として「勉強第一」と考える学生は多くみられ，

以前に比べ授業に出席する時間も増えている（溝上 
2004， 京都大学ほか 2010）．だがその満足度は必ず
しも高いとはいえない．ベネッセ研究開発センター

（2007）によると，大学に対する満足度は年々改善し
ているが，教員，授業・教育システムといった教育内

容に関連する満足度は30％程度で低い傾向が続く．こ
れは学部や科目の系列（例：教養と専門）で異なるが，

概ね職業的レリバンスが高いほど学生のエンゲージメ

ントも満足度も高くなる傾向がある（小方 2012）． 
一方，将来に向けて「何をすべきかまだわからない」

と答える学生は1年生で41.2％，3年生で36.7%もおり
（京都大学ほか 2010），将来の方向性を踏まえたレリ
バンスを見出せない学生も多いことが示唆される．そ

うした学生は，授業の持つ負荷や単位修得の容易さと

いった別の授業選択態度要因（三宅 1999）に影響され
て授業を選択するであろう．彼らが将来を考え，見す

えながら授業選択をできるように足場かけし，授業の

受講の意味を見出せるような支援が重要と考えられる． 
	
 これまでの大学の履修選択支援の研究は，シラバス

に則った科目間関係の可視化や関連授業の推薦（木下

ほか 2007，高橋ほか 2007等）が多くみられるが，「や
りたいこと」や「将来の目標」を基準に人生設計する

傾向がある現代大学生（溝上 2004）にとって，自分自
身の学習履歴，人生経験，人生に対する想いといった

個々人の文脈から逸脱した支援となるおそれがある． 
	
 そこで本研究では，学生自身が自分の学習履歴や人

生経験をもとに，授業の履修選択を再検討することを

支援するソフトウェアを開発し，その効果を検証する． 
 

2. 語りを通した自己理解と授業履修選択支援 
将来を検討しながら授業選択を再検討することを支

援する上で，筆者らは物語化（ナラティブ）に着目し

た．物語とは，２つ以上の出来事を結びつけて筋立て

る行為である．とくにライフストーリーは，その人が

生きている経験を有機的に組織し，意味づける行為と

して捉えられる．自己を物語として語ることで，過去

と現在の自己を結んで意味づけるだけでなく，自己を

再考し，生成的に理解し直すことで，これまで経験し

た出来事の意味を捉え直し，未来の自己や可能性とし

ての自己をも有機的に意味づけて組織化し，自己の意

味を問い直すことにつながっていく（やまだ 2000）．  
学生が自己のライフストーリーを語ることで，なぜ

自分がいまこの大学・この学部にいるのか，過去の経

験を組織化しながら意味づけ直すことができると考え

られる．また将来に履修を計画する授業との関係性を

考え，授業を受講する意味を見出したり，受講の意味

づけを変容させることができると期待できる． 
しかし学生が一人で自分の過去の経験・現在の状況・ 
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未来のプランを関係づけながら物語ることは容易とは

いえない．本来ライフストーリーは相互作用を通して

生成された口述の自叙伝的なナラティヴであり

（BERTAUX and KOHLI 1984），共同的に語りを生成す
る聞き手の存在が不可欠である．さらに自分のライフ

ストーリーを作る活動の中で，履修計画に対して内省

を深め，意味の再構成を促すような，高次の思考活動

を支援するためには，適切な足場かけが必要であろう． 
	
  

3. ソフトウェアの開発 
そこで大学生が授業履修選択の意味を再検討するた

めに物語を作ることを支援するソフトウェアの開発を

行うこととした．開発環境は，OSはWindows 7，開発
言語はJava SDK 1.6であり，開発にはEclipseを用いた． 
開発したソフトウェア（図1）は，学生が自分のキャ
ンパスライフストーリーをマップにまとめ，それをも

とに音声による語りを含めたデジタル紙芝居を作成で

きるものである．以下に機能の詳細を述べる． 
 
3.1. マップ作成機能 
さまざまな過去の出来事や想い，将来の計画等を整

理・再構成してライフストーリーとして語る際に，単

に発話するだけでなく，コンセプトマップのような形

で外化し，自由に関係性を整理・再構築しながら語る

ことで，内省を深めることができると考えられる（稲

垣ほか 2001）．そこで自分のキャンパスライフに関す
るマップを作成してもらうこととした． 
この際聞き手が語り手に問いかけながら共同的に具

体的な物語を生成することを支援するため，語り手が

書き出した物語の流れやイメージを分かりやすく共有

できるように，マップの各ノードをイラストにし，感

情や状況を視覚的に伝えやすいようにした．これらの

イラストは，後述の評価実験を行った大学・学部の学

生を対象に予備調査を行った結果をもとに，キャンパ

スライフやその前後のライフストーリーとして可能性

のある30の事象や経験を表現した．各イラストの吹き
出しにセリフを書いたり，ノード同士を線で結んで関

係を表したり，メモをマップ内に書くことができる．  
 
3.2. デジタル紙芝居作成機能 
生成された物語をデジタルストーリーテリングのよ

うなマルチメディア作品に形作り，見直すことで，自

分のライフストーリーを内省的に吟味し，意味構成す

ることを支援すると考えられる（GARCIA et al. 2010）．  
そこで，選択したノードのイラストを用いて，紙芝

居として録画・再生することができるようにした（図2）．
画面右側のタブを切り替えると，複数のノードを選択

した後，ユーザが選択した順番にノードのイラストを

表示しながら，ナレーションを録音することができる． 
こうして記録した紙芝居を再生すると，選択したノ

ードが音声とともに順番に表示・再生される．キャン

パスライフストーリーを自分で語ることで，内省を促

すだけでなく，意味構成で重要な感情や雰囲気を伝え

たり振り返ったりするのにも効果的だと考えられる．  
 

4. 評価実験と結果 
4.1. 方法 
被験者は神奈川県の私立大学情報学部の1〜3年生8
名である．学生が次年度の演習選択等を考慮する時期

である2011年1月中旬に行った．まずワークシートに
「現段階で履修しようと考えている授業」を書いても

らい，それらの動機についてインタビューを行った． 

 
図 1	
 ソフトウェアのインタフェース 
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図 2	
 デジタル紙芝居の録音・再生 

その後ソフトウェアを使って物語を作成した．マップ

作成中は第一著者が聞き手となった． 
生成的物語観からみれば，物語ること自体が自己の

語り直しを促し，生成的に自己の意味を見いだしてい

くことにつながる．その語り手の物語は聞き手によっ

ても場の雰囲気や状況によっても左右され，同じ聞き

手でも語られる内容は生成的に変化する．むしろ語り

手が自己を語ることを促すような状況的文脈が重要と

なる（やまだ 2000）．そこで今後の授業の履修選択に
ついて考えるために行う実験であることを示し，被験

者と立場の近い第一著者（学生）が共同的・対話的な

関係で寄り添う聞き手となることが適当と判断した． 
この過程はビデオにより記録した．なお授業履修選

択の支援として，学部の学習ガイドブックとWebシラ
バスを閲覧可能にした．最後にソフトウェアの使用過

程と使用後の感想についてインタビューを行った． 
4.2. 結果 
4.2.1. 履修計画の見直しに対する有効性 
事前調査のワークシートと事後インタビューの発話

内容を比較し，科目追加・変更・削除を示す発言の有

無を分析した．具体的な科目名が挙がらなくとも，追

加・変更・削除を示唆する場合は見直しありとした．

著者2名で独立して分析し「学習計画の見直しがあっ
た」と判断された者は8名中7名であった（一致率100%）． 
4.2.2. マップ作成や物語る中での意味の発見と再構成 
記録したビデオを詳細に分析した結果，マップを作

成しながら過去の自分の経験や現在の履修計画の意味

を再発見したり，聞き手が語り手の語りを引き出しや

すくなり，履修計画の再検討につながるといった効果

が示唆された．ここでは2つの事例を取り上げる． 
(1) 過去の自分の経験と履修の意味を再発見した事例 
この事例の男子学生（1年次）は，「ユビキタスシス

テム」の演習の履修を志望していた．まず入学の理由

に対して過去の出来事や思考を関連づけながらマップ

に表現していった．そして本人がパソコンを使うよう

になったきっかけを書き出した場面での発話である． 
男子学生「ここに至る理由を描くためにはツール面で，パソコ

ンが１番身近だったのは今説明できたので，ツール以外の面で

なぜかって言うのを描かなくてはいけなくて．えーっと．次，

この頃，この頃，読んでいたのが，この頃からずっと，中学ま

で推理小説くらいしか読んでいなかった，でもそれはここには

あまり関わ…関わるなぁ．関わるなぁ．関わるんだけど，どう

描こうかなぁ．」 
この語りをみると，今まで関係ないと思っていた読

書の趣味と，入学動機につながるパソコンの使用動機

が，マップで関係を描くなかで結びつくことを発見し

ていることが分かる．最終的に彼は図書館に関する問

題解決学習に取り組むためのものづくりをする力を付

けるために「ユビキタスシステム」演習を選択すると

いう物語を作り，その中で司書課程を追加履修するこ

とを決めていた．事後インタビューでは「なんとなく

で決めてしまっていたユビキタスコース(著者注：演習

のこと)なので再確認できてよかったです」と回答した． 
本ソフトウェアを利用して，自分のキャンパスライ

フに関連するものをできる限り外化して，関連性を考

える活動を行ったからこそ，このような発見と語りが

生じ，履修の意味を再検討できたと考えられる． 
(2) マップの内容から聞き手が語り手の制作内容を共
有して語りを引き出し，意味の再構成を促した事例 
これは，女子学生（1年次）が「グループワークや人
前に立つのはあまり得意でない」というノードを作成

し，それを発見した聞き手が問いかけたシーンである． 
聞き手「グループワークって苦手？」 
女子学生「すっごい苦手です」 
	
 その後グループワークが苦手な理由を語りはじめた．  
女子学生「微妙にリーダーシップ強くて，はっきり言わないと

ころにイライラしちゃって，仕切っちゃうんで，そういうので

人間関係めんどくさいなと思って，グループワーク苦手だなっ

てなってって．」 
さらにその後，そのように思う理由となる自分の過

去の経験や現在の自分の行動様式について語り，自分

がなぜグループワークが苦手なのかを整理した上で，

次のように総括をした． 
女子学生「今，○○○○（著者注：授業名）とかも，なんと

なくでリーダーとか楽そうだからやっているだけなんですけ

ど．リーダーやるわ，とか言って結局やっちゃうと思うんで
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すよね．（中略）指示待ちができないんで．代わりに言っち

ゃうと空気悪くなっちゃうじゃないですか？だったらもう自

分でリーダーやるわっていう気持ちになっちゃって．でも，

こういうところで乗り越えないと，社会に出てダメだろうっ

て思うんで，逆に課題として，２年とかでグループワーク頑

張ろうと．」 
このように，聞き手がマップの中からより深く共有

するべき内容を発見できたことで，物語を引き出すよ

うな問いかけを行い，学生が経験や思いを語ることで，

最終的には苦手なグループワークに挑戦する意義を見

出している．本ソフトウェアを用いて聞き手がマップ

の作成過程を共有し，対話したからこそ語りが生まれ，

授業履修選択の見直しにつながったといえよう． 
4.2.3. デジタル紙芝居機能による内省の促進 
デジタル紙芝居機能については，紙芝居の録音・再

生時について事後インタビューで評価した． 
録音時については，「書くだけじゃなくて口に出すこ

とによって，自分が書いたことが，より，なんでしょ，

自分の中で理解が深まるって言うのもありますし，口

に出すことで，何かどんどん整理されていく」（2年女）
というように，発話しながらストーリーを生成してい

くことによる物語や意味の再構成の効果が示唆された． 
紙芝居再生については「自分が喋っているからこそ

振り返りやすい」（2年女）「音声録音した後，それが発
生されるという形になった時に客観的に見やすい」（1
年男）「さっき言ったことで何が言いたかったっていう

のを，もう一回自分の中で理解しなおして，それで聞

いた時に，『あぁ，そうだったんだって』って，客観的

に自分の意見を聞けたと思います」（1年女）など，客
観的な視点からの内省を働きかける効果が示唆された． 
だが，デジタル紙芝居で振り返ることで，さらなる

探究へ繋がるのではないかと期待していたが，そこま

では至らなかった．デジタル紙芝居の視聴の際も，聞

き手が共同的に働きかけ，より深く考えるきっかけを

つくる必要があったのではないかと考えられる． 
 

5. まとめと今後の課題 
本研究では，大学生が学習履歴や人生経験，現在の

想い，将来計画をもとに授業履修選択の意味を再検討

するために物語を作ることを支援するソフトウェアの

開発を行った．その評価の結果，物語作りを通して授

業履修選択の再検討を支援できることが示唆された． 
ただ，実際の授業選択行動につながるかどうかは検

証できなかった．これは今後の課題としたい．  

付記 
本稿は第一著者が専修大学ネットワーク情報学部に

提出した卒業論文をもとにまとめ直したものである． 
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